
(57)【要約】
【課題】  充分大きい真珠を短期間で熟練者を要せずに
製造する方法を提供する。
【解決手段】  真珠層を形成する貝類の外套膜細胞の遺
伝子を粘性分泌液を生成する単細胞生物または超微細生
物の遺伝子に組込み、真珠生成生物とし、この真珠生成
生物によって海水中のカルシウムイオンまたはマグネシ
ウムイオンと炭酸イオンとから真珠成分を形成し、これ
を粘性分泌液で合成樹脂、貝殻、セラミック、木、金属
の小片から構成される核の外周面に粘着積層して真珠層
を形成する。



【特許請求の範囲】
【請求項１】  カルシウムイオン、マグネシウムイオ
ン、その他の真珠層を形成する金属イオンと、炭酸イオ
ンなどの陰イオンとを豊富に含む海水または淡水を入れ
た槽中で、
粘性分泌液を生成する単細胞生物または超微細生物の遺
伝子に、真珠層を形成する貝類の外套膜遺伝子を組込ん
だ生物によって、
任意の形に形成した合成樹脂、貝殻、セラミック、木、
金属の小片から成る核の外周面に、真珠層を積出させる
ことを特徴とする真珠の製造方法。
【請求項２】  カルシウムイオン、マグネシウムイオ
ン、その他の真珠層を形成する金属イオンと、炭酸イオ
ンなどの陰イオンとを豊富に含む海水または淡水を入れ
た第１槽中で、
粘性分泌液を生成する単細胞生物または超微細生物の遺
伝子に、真珠層を形成する貝類の外套膜遺伝子を組込ん
だ生物を繁殖させ、前記生物によって生成された粘性分
泌液と真珠成分とを濃縮して第２槽に移し、粘性分泌液
と真珠成分との濃度を管理して、
任意の形に形成した合成樹脂、貝殻、セラミック、木、
金属の小片から成る核の外周面に、真珠層を積出させる
ことを特徴とする真珠の製造方法。
【請求項３】  第２槽中で、前記核の外周面に真珠層を
積出させる際に、第２槽中に通電することを特徴とする
請求項２記載の真珠の製造方法。
【請求項４】  請求項１～３のいずれか１項に記載する
方法で製造されることを特徴とする真珠。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、微生物または超微
細生物を利用した真珠および真珠の製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】真珠は、アコヤガイ、イケチョウガイな
どの二枚貝（斧足類）の外套膜の分泌する物質が、合成
樹脂や貝殻の小片などの核の外周面に形成されたもので
ある。一般に貝類（二枚貝と巻貝）は、貝殻となる成分
を外套膜から分泌して成長する。また貝殻と外套膜との
間に、固い異物が入ると、貝殻と同一の成分で、これを
貝殻に固定する。これに対し外套膜の内側に入った異物
は排出される。しかし外套膜の小片に異物を接触させた
状態で、生きた貝の外套膜の内側に移植すると、外套膜
の小片と生きた貝の外套膜とが癒着し、いわゆる真珠袋
と呼ばれる外套膜の袋ができ、この中で異物の外周面に
真珠層が形成される。そして良質の真珠層を形成する貝
として、海水産ではアコヤガイが、また淡水産ではイケ
チョウガイが有名である。
【０００３】養殖真珠は、アコヤガイなどの良質の真珠
を形成する二枚貝を養殖し、これに前記のような他の貝
（多くは真珠採取後のアコヤガイ）の外套膜の小片に、

核を接触させた状態で移植する。移植後さらに数年間養
殖し、充分に大きくなった真珠を採取する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】前記養殖真珠では、他
の貝の外套膜に核を接触させた状態で、アコヤガイなど
の真珠母貝の体内に移植することが一番問題である。こ
の移植は、真珠母貝にとっては大手術であり、熟練者が
慎重にやる必要があり、それでも成功率は高くない。ま
た核は貝に対しては異物であり、これが貝の内臓を圧迫
するので、核が大き過ぎると、手術が成功しても母貝が
死亡することがある。この他に母貝は長期間養殖される
必要がある。すなわち稚貝を採取してから約１年間養殖
され、核入れ手術が施される。核入れ後は、核の大きさ
にもよるが、直径３ｍｍ程度の真珠を作る場合で約３
年、直径５ｍｍ程度の真珠を作る場合で５～６年間が必
要である。養殖期間母貝は環境のよい海で適当な餌を与
える必要がある。最近のように海洋汚染によって赤潮が
発生すれば、母貝が全滅することも生じる。このように
養殖期間は、充分な管理が必要となる。
【０００５】本発明の目的は、前記の課題を解決し、充
分に大きい真珠と、それを短期間で熟練した手法を要さ
ずに製造する方法を提供することである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明は、カルシウムイ
オン、マグネシウムイオン、その他の真珠層を形成する
金属イオンと、炭酸イオンなどの陰イオンとを豊富に含
む海水または淡水を入れた槽中で、粘性分泌液を生成す
る単細胞生物または超微細生物の遺伝子に、真珠層を形
成する貝類の外套膜遺伝子を組込んだ生物によって、任
意の形に形成した合成樹脂、貝殻、セラミック、木、金
属の小片から成る核の外周面に、真珠層を積出させるこ
とを特徴とする真珠の製造方法および本方法で製造され
た真珠である。
本発明に従えば、良質の真珠層を形成するアコヤガイや
イケチョウガイなどの外套膜の細胞核から遺伝子を抽出
し、これを粘性分泌物を生成する大腸菌などの単細胞生
物またはウイルスなどの超微細生物の遺伝子に組込み、
これらの生物（以下「真珠生成生物」という）に充分な
栄養を与え、最適な環境下で繁殖させる。また槽中に海
水または淡水を準備し、これに充分にカルシウムイオン
とマグネシウムイオンその他、真珠層を形成する金属イ
オンを溶解し、さらに炭酸ガスを溶解しておく。この海
水に合成樹脂、貝殻、セラミックス、木、金属などの小
片などから成る核を投入し、前記によって繁殖させた真
珠生成生物を入れる。アコヤガイなどの外套膜の遺伝子
を組込まれた真珠生成生物は、アコヤガイの外套膜と似
た作用によって、海水中のカルシウムイオンやマグネシ
ウムイオンなどと炭酸ガスの溶解による炭酸イオンとを
併せて真珠層とし、また真珠生成生物が本来有している
粘性分泌物によって核に真珠層を粘着、積層して真珠を
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形成する。
この方法では、真珠の形成は、従来の養殖真珠のように
貝殻の中で行われるものと異なり、広い場所で行われる
ので、特に大きさの制限を受けない。また形状も球形に
限らず、楕円体、十字架、仏像を真珠層で覆ったものが
できる。
また真珠が形成される期間も、真珠生成生物の数によっ
て早くできるので、真珠生成生物の生存環境をよくし、
真珠生成生物に充分な栄養を与えれば、短期間で真珠を
形成できる。
【０００７】また本発明は、カルシウムイオン、マグネ
シウムイオン、その他の真珠層を形成する金属イオン
と、炭酸イオンなどの陰イオンとを豊富に含む海水また
は淡水を入れた第１槽中で、粘性分泌液を生成する単細
胞生物または超微細生物の遺伝子に、真珠層を形成する
貝類の外套膜遺伝子を組込んだ生物を繁殖させ、前記生
物によって生成された粘性分泌液と真珠成分とを濃縮し
て第２槽に移し、粘性分泌液と真珠成分との濃度を管理
して、任意の形に形成した合成樹脂、貝殻、セラミッ
ク、木、金属の小片から成る核の外周面に、真珠層を積
出させることを特徴とする真珠の製造方法および本方法
で製造された真珠である。
本発明に従えば、第１槽中に前記金属イオンと炭酸ガス
とを溶解した海水または淡水を準備し、この中へ充分繁
殖した真珠生成生物を入れ、第１槽中で真珠成分と粘性
分泌液とを形成させる。この真珠成分と粘性分泌液とは
濃縮されて第２槽に移され、第２槽中で核の外周面に真
珠層を積出させる。この場合、第２槽中には、核の外周
面に真珠層を形成するように真珠成分と粘性分泌液とが
濃度管理される。第２槽には、真珠生成生物が存在しな
いので、高い濃度で濃度管理が完全に行われ、真珠の形
成を促進することができる。
【０００８】また本発明は、第２槽中で、前記核の外周
面に真珠層を積出させる際に、第２槽中に通電すること
を特徴とする。
前記濃度管理された真珠成分と粘性分泌液とを入れた第
２槽に微弱な電流を流す。これによって真珠の形成がさ
らに促進される。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、本発明を実施の形態によっ
てより詳細に説明する。
【００１０】実施例１
アコヤガイの外套膜を採取し、その細胞核の遺伝子を摘
出し、大腸菌の遺伝子に組込む。この大腸菌を雑菌の侵

入を防いで培養し、大腸菌コロニーを得た。培養液は、
一般の細菌培養に用いる培養液と同じく、寒天にブイヨ
ンを加えたものである。
【００１１】滅菌した海水を槽中に準備し、海水１００
０ｇ当たりＣａ

2+
を５ｇ、Ｍｇ

2+
を１０ｇ程度含むよう

に調整し、炭酸ガスを吹込む。これに合成樹脂で直径８
ｍｍの球と縦１５ｍｍ、横１０ｍｍの十字状物とをそれ
ぞれ１０個作り、前記海水に混入する。
【００１２】海水中に前記処理をした大腸菌コロニーを
培養液とともに加え、３５℃に保持する。海水は１週間
に１回程度Ｃａ

2+
とＭｇ

2+
とを分析し、Ｃａ

2+
が５ｇ／

ｌ、Ｍｇ
2+
が１０ｇ／ｌになるように、また炭酸ガスを

１週間に一度吹込む。また大腸菌の栄養源として、ブイ
ヨンを補給する。この状態で雑菌の侵入を防いで１年間
保持する。１年後、直径約１０ｍｍの真珠と真珠層に被
覆された十字架を得た。これらの真珠は、表面が均等に
真珠層がある、いわゆる巻きが良好なものが球状のもの
で４個、十字架状のもので２個あった。
【００１３】なお製造された真珠は、表面に大腸菌が付
着しているので、充分水洗後、紫外線の照射によって完
全に殺菌する。
【００１４】実施例２
実施例１と同様の方法で、アコヤガイの外套膜の遺伝子
を組込んだ大腸菌コロニーを得、実施例１と同じ濃度の
カルシウムイオン、マグネシウムイオンおよび炭酸ガス
を含む海水を第１槽中に準備し、これに前記大腸菌コロ
ニーを加え、雑菌の侵入がない状態で約１ケ月で真珠成
分と粘性分泌液を含む海水を得た。この海水の一部を遠
心分離機で濃縮し、濃縮液を第２槽に移し、実施例１と
同様の核を投入した。
【００１５】第１槽の残液は、雑菌の侵入がない状態で
新しい海水を加え、カルシウムイオン、マグネシウムイ
オンおよび炭酸ガス濃度を管理し、ブイヨンを栄養源と
して与える。１ケ月毎に前記操作を繰返し、第２槽の濃
縮液を新しい液と交換した。
【００１６】本実施例では約８ケ月後、直径１０ｍｍの
真珠と真珠層に被覆された十字架を得た。真珠層の巻き
具合は実施例１とほぼ同じであった。
【００１７】
【発明の効果】本発明によれば、真珠は、真珠母貝の外
套膜の遺伝子を組込まれた真珠生成生物によって広い場
所で形成されるので、その大きさや形状には制限を受け
ない。また真珠生成生物の生存環境を良好なものにすれ
ば、短い期間で真珠が形成される。
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